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置童謡謹蓋轟 轟謹盟
J

高
齢
者
社
会
に
対
応
す
る
事
業

『
目
、
の
一
環
と
し
て
、
国
土
庁
お
よ
び

gE
愛
媛
県
の
施
策
に
の
っ
と
り
、
町

一
十
内
在
宅
老
人
の
相
談
、
健
康
増
進
、

M
X
教
養
、
娯
楽
等
の
活
動
の
ほ
か
、

ふ
白
鳥
老
人
相
互
の
融
和
お
よ
び
各
世
代

E
H
相
互
の
研
修
、
交
流
の
場
と
し
て

吉
見
広
く
利
用
し
、
総
合
的
に
町
民
全

E
咽
体
の
福
祉
の
充
実
向
上
を
図
り
、

同
月
基
幹
集
落
の
育
成
と
地
域
社
会
の

、

3
再
編
成
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と

t
，
、
を
目
的
に
、
沖
浦
の
中
学
校
跡
地

孟
十
の
一
角
に
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
H

セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

F
て
な
り
、
来
年
三
月
末
の
完
成
を
め

民
J
V

ざ
し
て
、
十
月
十
七
日
着
工
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
建
築
面
積
四
四
八
・

七
平
方
目
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

二
階
建
て
、
約
六
千
二
百
万
円
を
投
じ

て
建
築
す
る
計
画
で
、
階
別
の
内
容
を

見
て
み
ま
す
と
・
.. 

一
階
に
管
理
室
、
相
談
室
、
談
話
室
、

料
理
講
習
室
、
機
能
回
復
訓
練
室
、
浴

室
な
ど
。

二
階
に
ホ

l
ル
(
八
十
四
畳
相
当
)
、

ス
テ
ー
ジ
、
湯
沸
室
ー
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

建 設 予定地
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置密盤盟墨田闇

災
害
復
旧
費
な
ど
補
正

般

会

計

会盟国園田

A
7
年
度
一
般
会
計
に
今
回
、
専
決
処

分
に
よ
る
も
の
も
含
め
て
一
億
九
千
六

百
九
十
六
万
五
千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
当
会
計
予
算

総
額
は
三
十
五
億
二
千
五
百
十
二
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

総
務
費
全
職
員
を
対
象
と
し
た
研

修
費
二
十
五
万
円
。
白
滝
診
療
所
、
法

務
局
の
修
繕
費
と
町
有
地
等
の
調
査
鑑

定
委
託
料
百
三
十
四
万
四
千
円
。
戸
籍

用
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
購
入
費
二
十
七
万

五
千
円
。

民
生
費
老
人
ホ
l
ム
と
地
域
住
民

と
の
交
流
事
業
経
費
と
老
人
ホ

l
ム
敷

E義

長
浜
町
議
会
第
三
回
定
例
会
が
、
十

月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
二

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
水
防
協
議
会
条

例
案
、
監
査
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
な
ど
町
提
出
の
議
案

十
二
件
と
、
議
会
か
ら
の
報
告
案
件
一

件
。
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

報
告
案
件
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
一
般
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
こ
と
、

受
理
採
択
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の

お
も
な
も
の
は
次
の
通
り
。

地
の
復
旧
工
事
費
。

衛
生
費
筒
易
水
道
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
六
百
二
十
四
万
円
。

農
林
水
産
業
費
農
業
振
興
費
二
百

八
十
七
万
六
千
円
。
個
人
の
境
界
に
杭

を
打
つ
た
め
の
国
土
調
査
費
三
十
五
万

八
千
円
。
沖
浦
地
区
ほ
か
一
か
所
の
県

単
治
山
治
水
事
業
費
。
災
害
を
受
け
た

小
山
・
青
島
両
地
区
の
県
単
林
地
崩
壊

防
止
事
業
費
。
出
海
地
先
に
並
型
魚
礁
、

櫛
生
、
長
浜
、
沖
浦
地
先
へ
投
石
魚
礁

を
す
る
経
費
。

土
木
費
中
央

1
郷
線
ほ
か
の
道
路

橋
梁
維
持
費
。
長
雨
災
害
に
よ
る
崩
土

取
除
き
費
用
。
沖
浦

1
大
洲
線
ほ
か
改

良
工
事
請
負
費
。
町
道
中
町
1
港
町
線

ほ
か
の
下
水
道
新
設
工
事
請
負
費
。
小

浦
公
営
住
宅
の
防
水
工
事
費
と
カ
ッ
タ

ー
ポ
ン
プ
取
替
費
。

消
防
費
消
防
百
年
記
念
大
会
出
席

旅
費
。
長
雨
災
害
出
動
の
借
上
料
。
防

火
水
槽
工
事
請
負
費
の
実
施
設
計
変
更

増
加
分
。

教
育
費
長
小
屋
体
修
繕
料
。
長
小

第
三
校
舎
の
防
水
工
事
請
負
費
。
鉄
製

焼
却
炉
購
入
費
。
長
中
普
通
教
棟
の
屋

よ
補
修
費
。
剣
道
防
具
購
入
費
。
中
央

公
民
館
の
放
送
施
設
購
入
費
。

災
害
復
旧
費
こ
と
し
の
豪
雨
に
よ

り
災
害
を
受
け
た
百
三
十
九
か
所
の
う

ち
、
三
秋
農
道
ほ
か
四
か
所
の
復
旧
工

事
請
負
費
お
よ
び
公
共
土
木
施
設
の
大

平
線
ほ
か
十
一
か
所
の
復
旧
工
事
請
負

費。
商
工
費
白
滝
公
園
防
災
工
事
請
負

費
お
よ
び
設
計
委
託
料
(
専
決
処
分
)

扉吾喜
正義委
俊徳員
氏氏に

新再

を
f壬
t 、

;
教
育
委
員
・
二

街
宮
義
徳
氏
(
沖
浦
)

議
と
大
田
亀
三
郎
氏

コ
(
長
浜
)
は
、
十
月

三
十
一
日
で
同
職

;
の
任
期
が
満
了
の

釦
た
め
、
町
長
は
後

壬
任
委
員
に
二
宮
義

己
徳
氏
(
五
三

)
l沖
浦

ー
と
三
好
正
俊
氏

(六

O
)
1長
浜

1
を
任
命
す
る
こ
と
で
議

会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

監

査

委

員

に

満

野

氏

を

選

任

長
浜
町
監
査
委
員
・
大
田
武
豊
氏
(
長

浜
)
は
、
十
月
一
二
十
一
日
で
同
職
の
任

期
が
満
了
の
た
め
、
町
長
は
後
任
委
員

日

口

一

般

質

問

口

人

一

人

の

選

挙

に

対

す

る

自

覚

と

意

円

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

今
回
は
、
ト
川
儀
三
郎
氏
、
矢
野

E
a

a

二

男

氏

が

質

問

を

行

い

ま

し

た

。

葬

祭

場

の

建

設

は

一

…

来

年

度

に

総

合

的

総

合

計

画

の

中

で

一

四

な

体

力

測

定

を

i
葬
祭
場
の
建
設

i

i
'

小
川
議
員
:
・
土
地
の
提
供
者
が
あ

M

l
町
民
の
体
力
測
定
l
よ

る

の

で

長

浜

町

に

も

葬

祭

場

の

建

設

へ

小
川
議
員
・
:
町
長
の
体
力
測
定
を
を
し
て
欲
し
い
。
葬
祭
場
と
し
て
は
、

'
恒
常
的
に
実
施
し
、
デ
l
タ
ー
に
よ
園
、
県
の
助
成
が
な
い
の
で
、
公
民

m

…
っ
て
体
力
向
上
に
役
立
て
、
町
民
の
館
の
支
館
と
し
て
建
設
し
、
葬
祭
場
一

四
健
康
を
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
で
と
併
用
さ
せ
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
日

・

あ

る

と

思

う

が

理

事

者

の

理

解

を

求

で

い

た

だ

き

た

い

。

一

め

た

い

。

二

宮

町

長

:

・

他

町

村

で

葬

祭

場

を

一

二
宮
町
長
・
:
長
浜
町
の
実
態
は
各
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
今
の
と
こ
ろ
町

一
種
の
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
き
で
な
く
、
今
後
総
合
計
画
の
中
で
考
慮
…

い

る

が

参

加

者

が

次

第

に

減

少

し

検

し

て

ゆ

き

た

い

。

一

討
し
て
い
る
。
体
力
を
運
動
機
能
と
二
宮
教
育
長
・
:
葬
祭
場
と
公
民
館

v

一
い
う
一
面
か
ら
だ
け
で
測
定
す
る
の
支
館
と
の
併
設
は
教
育
法
に
基
づ
き
…

a

で
な
く
、
医
学
的
、
栄
養
学
的
等
総
使
用
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

F

合
的
見
地
か
ら
測
定
す
る
こ
と
が
望
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
…

a

ま

し

い

と

考

え

て

お

り

、

来

年

度

は

責

量

的

な

劫

成

…

実

施

し

て

ゆ

き

た

い

。

干

，

r

E

E

h
E

措

一

を

…
自
覚
と
意
識
の

E

…

高

揚

を

1
柑
橘
類
の
今
後
の
対
時
一
鼎

1

…

矢
野
議
員
・
・
・
町
の
基
幹
作
物
で
あ

…
;
明
る
い
選
挙
の
町
づ
く
り

1

る
み
か
ん
は
過
剰
生
産
に
よ
る
暴
落
、
…

小
川
議
員
・
:
町
議
選
挙
を
目
標
に
長
雨
等
に
よ
り
ビ
ん
大
な
影
響
を
受
~

円
各
機
関
と
団
体
に
よ
る
効
果
的
活
動
け
て
お
り
、
今
後
は
量
か
ら
質
に
入
山

…
の
立
案
推
進
、
正
し
く
明
る
い
選
挙
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
カ
ラ
ー
…

-
を
め
ざ
し
て
新
し
い
方
法
を
考
え
、
リ
ン
グ
の
機
械
の
購
入
、
穂
木
代
な
-

e

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
が
ど
を
助
成
し
て
農
家
の
生
産
意
欲
を

民

あ

る

か

。

起

こ

さ

せ

る

よ

う

具

体

的

な

対

処

に

兵
頭
選
管
委
員
長
・
:
明
る
い
金
の
つ
い
て
伺
い
た
い
。

e

か
か
ら
な
い
選
挙
は
誰
も
が
望
む
こ
二
宮
町
長
:
・
農
業
基
本
構
想
を
立
“

小
と
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
の
協
力
を
案
し
て
着
々
と
進
め
て
お
り
、
そ
れ

a

得
て
、
公
民
館
活
動
の
由
で
町
民
一
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
積
極
的
な
助
A



。。

w

成
措
賢
在
考
え
て
い
る
。
極
早
生
、

一
大
谷
伊
予
か
ん
、
ブ
ド
ウ
、
キ
ウ
イ

…
フ
ル
ー
ツ
の
増
殖
を
進
め
て
お
り
、

三
か
年
計
画
で
逮
成
し
た
い
と
考
え

貝
て
お
り
、
カ
ラ
l
リ
ン
グ
施
設
に
つ

い
て
も
農
協
で
立
案
中
で
あ
る
。

自
国
土
調
査
を
早
め

"
で
供
用
開
始
を

ー
長
一
斑

5
戒
川
越
の
改
良
対
鯖
1

櫛
生
の
高
峯
一
号
線
、
同
一
一
口
一
万
一
線
、

矢
野
議
員
・
・
・
町
道
長
浜

1
戒
川
線

上

老

松

の

上

成

線

は

、

地

方

改

善

事

業

円

川
は
昨
年
県
道
に
昇
格
し
た
が
、
未
登

で
新
設
し
た
園
、
県
道
か
ら
連
絡
す
る

地

域

内

の

生

活

道

と

し

て

重

要

な

路

線

一

記

の

た

め

に

供

用

開

始

が

で

き

な

い

で
あ
り
、
舗
装
完
了
を
機
に
町
叫
埼
ど
し
今
年
度
簡
易
水
道
事
業
会
計
は
、
同
一
の
小
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

て

認

定

す

る

も

の

で

す

。

月

以

降

の

電

力

料

金

の

値

上

が

り

分

二

一

に

取

り

組

む

つ

も

り

か

。

洪
水
ま
た
は
高
潮
に
際

L
、

水

災

を

ま

た

、

下

村

1
刈
屋
線
、
上
老
松

1

百
九
十
万
四
千
円
。
櫛
生
相
同
水
の
檎
修
一
二
宮
町
長
・
:
こ
の
路
線
は
県
道
藤

警
戒
、
防
禦
し
、
こ
れ
に
肉
る
被
害
を
一
ノ
瀬
線
、
大
久
保

1
下
平
線
、
黒
岡
お
よ
び
青
島
筒
水
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
取
替
一
綱

i
長
浜
一
線
と
し
て
認
定
告
示
を
き

軽
減
し
、
公
共
の
安
全
を
保
持
す
る
こ

1
上
老
松
線
お
よ
び
叶
松
線
は
、
各
集
質
問
、
災
害
発
生
に
よ
る
給
ぶ
車
の
借
~
れ
て
い
る
が
、
県
へ
引
き
継
ぐ
た
め

と
を
呂
的
と
す
る
。
指
定
管
理
同
体
の
落
問
を
結
ぶ
連
絡
道
と
し
て
開
設
し
た
上
料
百
万
円
ま
ど
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
o

v

に
は
多
量
の
事
務
が
あ
り
、
道
路
用

HHununununHUHunU』
UnunununυnununununHununununununHununu円

U円

unυnunHununununU日
unHU円

UHununH引

沼

1HHHIll--HJ
奉
仕
の
精
神
が
強
心
に
草
を
む
し
る
山
本
さ
ん
の
姿
を
見
か
け
る
よ
う
た
み
込
み
皆
さ
ん
の
迷
惑
や
め
ざ
わ
り
に
な
ら
な
比

一
一
時
民
登
壇
一
く
、
常
に
他
を
導
き
に
な
っ
て
か
ら
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
い
よ
う
に
と
そ
っ
と
草
む
し
り
を
は
じ
め
、
次
第
一

C
F
I
l
l
-
-
I
l
l
l」
積

極

的

に

活

動

し

て

ま

し

た

。

に

そ

の

行

動

を

深

め

ら

れ

た

よ

う

で

す

。

ぽ

E

そ
の
団
体
や
地
域
に
貢
献
す
る
事
同
山
本
さ
ん
は
私
よ
り
一
一
年
先
輩
で
、
幼
少
の
頃
か
私
は
こ
の
控
え
目
で
、
静
か
で
、
恨
気
よ
く
更
恒

中
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
ふ
を
ら
眼
が
不
自
由
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
し
で
生
活
し
て
に
辛
抱
強
い
行
為
に
深
い
感
銘
を
覚
え
る
の
で
す
o

C

一

れ

と

は

別

に

誠

に

静

か

で

ま

如

く

り

き

た

の

で

す

が

、

十

年

程

前

、

脳

血

せ

ん

で

倒

れ

、

そ

れ

は

私

が

ま

だ

吉

頃

、

波

止

場

に

下

駄

を

ぬ

一

=

目

立

た

ず

、

空

気

の

ご

と

く

や

わ

ら

手

ぎ

舎

で

た

ま

ま

、

船

で

漁

場

に

去

っ

た

あ

と

、

九

C

一

か

く

、

そ

っ

と

し

た

行

為

が

団

体

や

ぐ

一

b
L
tふ
ん

議

¢

郎

明

暗

十

十

過

ぎ

た

祖

父

が

影

お

く

あ

ら

わ

れ

、

そ

一

J
域
や
家
庭
を
温
め
て
い
る
事
長

F
f
肱

思

滋

ぷ

験

燃

二

)

支

の

下

fそ
っ
と
持
ち
帰
り
天
気
の
良
い
日
は

3

一
つ
い
て
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
を

L
k
h
:
ι
1
7リ

乾

か

し

雨

の

白

星

へ

時

に

は

鼻

一

:
す
。
青
島
法
人
が
極
端
に
減
り
、
ネ
。
開
組
系
ト
…
一
(
詳
し

iv:::
ーγ

妻
¥
緒
の
修
抑
止
ま
で
し
て
、
船
が
帰
る
哀
こ
は
一
冗
の
場
-
一

一

空

家

が

手

、

空

家

か

勺

空

家

へ

の

精

い

一

イ

frJA--大
繊

同

時

所

へ

き

ち

ん

と

揃

え

て

姿

を

消

し

て

い

た

祖

父

に

一

口

通

路

、

広

場

や

波

止

場

の

片

隅

な

ど

士

か

口

一

3
一

い

た

わ

り

の

言

葉

一

っ

か

け

て

あ

げ

な

か

っ

た

私

。

一

コ
夏
場
に
ほ
草
が
常
生
し
て
い
て
、
ぉ
イ
寸
長
け
闘
病
生
活
の
末
五
年
特
前
か
ら
よ
う
や
く
失
祖
父
は
な
く
な
る
ま
で
波
止
揚
が
よ
い
を
続
け
ま

2

一
互
い
呼
び
か
け
合
つ
で
の
清
掃
主
奉
温
わ
れ
て
い
た
記
憶
が
次
第
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
し
た
。
そ
の
祖
父
の
姿
が
山
本
さ
ん
の
静
か
な
栄
一

て
-
-
，
、
i
d守

B

日

い

負

担

の

一

つ

で

し

た

。

体

が

少

し

ず

つ

動

き

始

め

た

時

の

嬉

し

さ

と

喜

び

、

と

重

な

り

合

っ

て

、

代

償

を

求

め

ね

ば

動

か

ぬ

私

町

一
と
こ
ろ
が
数
年
前
か
ら
人
日
に
つ
か
な
い
通
路
そ
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
体
得
し
た
健
康
に
何
か
を
呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
で
な
り
一

C

の
陰
ゃ
、
広
場
の
片
隅
で
古
び
た
鎌
を
待
っ
て
無
へ
の
楽
し
み
を
彼
自
身
の
胸
に
温
か
く
、
小
さ
く
た
ま
せ
ん
。

「
H
u
o
n
U
O
O
G
o
-
-
1
0
1
0
1
1
1
1
0
0
0
1
0
0
1
1
0
1
0
1
0
0
n
u
n
u
n
u
o
n
u
o
n
u」

璽霊覇軍密霊翠盟国盟壇画・・

満野公介氏

同を任 尽に
意求、 11 i筒
きめ議長野
れた会浜公
ま結の 11 介
し果同 を氏
た、意 選実

一一
国
保
条
例
の
改
正

助
産
費
を
八
万
円
に

長
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
兵
部

が
改
正
さ
れ
、
助
産
費
と
し
て
六
万
円

支
給
し
て
い
た
も
の
が
八
万
円
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
水
防
協
議
会

条
例
制
定

塑盟盟町民登壇岡田園

水
防
計
闘
、
そ
の
他
水
防
に
関
し
、
重

要
な
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
、

指
定
管
理
団
体
に
水
防
協
議
会
を
設
置

す
る
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
長
浜
町

水
防
協
議
会
条
例
は
昭
和
五
十
五
年
卜

月
二
十
三
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
協
議
会
は
二
十
一
立
入
の

委
員
で
構
成
さ
れ
、
任
期
は
二
年
で
す
。

も
の
で
、
過
疎
地
域
振
興
計
画
に
も
入

っ
て
お
り
、
新
し
い
町
道
名
を
も
っ
て

変
更
認
定
す
る
も
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
七
、
/
タ

i

の
請
負
契
約
を
承
認

沖
浦
の
中
学
校
跡
地
へ
建
設
す
る
高

齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

工
事
は
六
千
二
百
万
円
で
株
式
会
社
門

田
組
と
請
負
契
約
を
結
ぶ
三
と
が
本
認

さ
れ
ま
し
た
。

田J
道

の

認
{
疋

ネ、

の

ti 

か

地
の
所
有
権
移
転
登
記
は
か
な
り
の

期
間
と
経
費
が
必
要
で
あ
り
、
財
政
-

事
情
も
あ
る
の
で
検
討
中
で
あ
る
。
一

現
在
国
土
調
査
を
や
っ
て
台
る
の
丹
、
一

で
き
る
だ
け
早
め
て
供
用
開
始
が
で

f

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
山

五
か
年
で
整
備
…

計

画

を

一

1
基
幹
町
遭
の
改
良
促
進
1

…

矢
野
議
員
:
・
基
幹
一
級
町
道
の
改

P

良
舗
装
は
非
常
に
遅
れ
て
お
り
、
車
-

も
大
型
化
し
文
通
量
も
増
え
て
そ
の

い
た
み
は
著
し
い
の
で
根
本
的
な
改
川

良
が
必
要
で
は
な
い
か
c

ん

二
宮
町
長
:
・
増
大
す
る
交
通
需
要
引

を
安
全
か
つ
強
力
的
に
処
虚
し
、
豊

か
で
想
像
的
な
地
域
社
会
の
形
成
、

生
活
碁
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
に
五

か
年
計
両
を
た
で
て
逐
次
完
成
を
さ

せ
て
い
き
た
い
。

く
ぬ
ぎ
の
植
林
を

重

点

的

に

一

i
松
枯
れ
被
害
跡
地
鰻
化
翠
で
一

矢
野
議
員
:
・
長
浜
町
の
松
喰
虫
の
一

被
害
面
積
は
約
ヒ
行
町
歩
あ
り
、
森
~

林
組
合
に
お
い
て
も
五
か
年
計
画
で

植
林
を
し
て
い
る
が
、
事
業
費
は
一

反
湿
り
六
万
円
程
か
か
っ
で
む
り
、

ご
れ
に
つ
い
て
の
助
成
を
増
額
し
て

r

欲

し

い

。

四

二
宮
町
長
:
・
杉
、
桧
は
一
割
、
く
~

ぬ
ぎ
は
二
割
、

A
O
J
に
満
た
な
い
へ

も
の
に
つ
い
て
は
五
割
助
成
し
て
お

り
、
積
極
的
に
ご
の
こ
と
に
取
り
組
ん
-

で
い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
一
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の 化動計推火置支い開以ン台年
発しの体画進災し署た始下プ、 十広
逮か確制でを予、でしし八一救月域
及し立に逐図防初はまで名台急ー消
びなを対次るを期、しかのの白日防
生が図応充と支消新たら職装動 、長
活らつで足と署火た。、員備車消浜
形、てきしも運、にこ早をのー防支
態今まる、に営救八のく配も台ポ署
の日いよ各、の急名五も置と、ンは
変のりう種装主業の年五しに小プ
化社ま組災備体務職問年、、型 白昭
に会し織害もとお員にが業支動動和
よ経たのの年しょを長経務署力車五
り済。強初次てび配浜過を長ポー十

強固な同結と緊密な連携
らす害まメ
れるにいカ
たた主ナりニ
人めしまズ
員 に 、 し ム
及は消たも
び 、 防 。 多

装常のこ種
備備目れ多
で、 t肖白ぺ]かキ'*
対防をら化
応の遂のし
す限行災て

消防長浜支署

あ
ら
ゆ
る
産
業
部
門
を
始
め
と
し

て
、
一
般
家
庭
に
ま
で
防
火
、
防

災
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
危
険

物
等
が
貯
蔵
ま
た
は
使
用
さ
れ
る

に
至
り
、
各
種
災
害
の
発
生
す
る

多雑キは ちと注がとクことど加日乾 け
数 居 ヤ も 家 でお意増飲リのふのえが燥て年
のビパち庭す ろ が え 酒 ス 時 え 火 て 多 し、末
人ルレろで。そ 、 、 や マ 期 ま 気 、 く 、例か
をな lんの かや火外スはす使暖な強年ら
収どやの火 にやに出、、。用房り風、年
容不ホこの なも対の正忘まが器まの空始，ー
す特テと用 りすす機月年たグ具す吹気に若;})
る定 γ 心 がるる会|全、ンな。くがか宜;

"、I-J
難災事 ，j~
にの業イ円
万発者 JA/' 
全生は/~
を防防上
期止火ど二
しと管 rち
て初 E里 ゼ ア
下期を示ご
さ消徹~
ミ火底 、口占

、さ t泊羊

安せ主7T
主ぷ異臣

一・‘一・・一・一‘一・ 干 ご一一 ー，令ー・ー.:"."・・・，....."一宇一.....唱 C".'干 A

町
民
の
皆
さ
ん

ご
存
知
で
す
か

次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
消
防
署

長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火

災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
。

②
一
花
火
(
が
ん
具
用
煙
火
を
除
く
)

の
打
上
げ
、
ま
た
は
仕
掛
を
す
る
場
合
。

③
劇
場
等
以
外
に
・
お
い
て
演
劇
、
映

画
、
そ
の
他
の
催
物
を
開
催
す
る
と
き
。

次
に
掲
げ
る
物
品
を
貯
蔵
し
取
り
扱

う
場
合
は
、
届
け
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

消関長

井上五郎
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
当
町
に
わ
い
て
は
、
特
に
消
防

団
の
強
力
な
ご
支
援
ご
支
持
と
、
町
民

各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
過
去
五

年
間
、
大
火
災
や
重
大
な
事
故
等
も
な

く
消
防
業
務
が
推
進
で
き
ま
し
た
こ

と
を
、
常
備
消
防
の
責
任
者
と
い
た

し
ま
し
て
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
常
備
消
防
員
は
、
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
強
固
な
団
結

と
緊
密
な
連
携
そ
し
て
学
術
の
研
さ
ん

に
努
め
、
地
域
消
防
の
防
人
と
し
て
努
力

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
今
後
と

も
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
液
化
石
油
ガ
ス

ラ
ム
以
上

②
危
険
物
は
主
に
次
の
と
お
り
で
す
。

@
ガ
ソ
リ
ン
、
二

O
リ
ッ
ト
ル
以
上
一

0
0リ
ッ
ト
ル
未
満

@
灯
油
及
び
軽
油
、
一

O
O
リ
ッ
ト
ル

以
上
五

O
O
リ
ッ
ト
ル
未
満

@
重
油
、
四

O
Oリ
ッ
ト
ル
以
上
二

O

0
0リ
ッ
ト
ル
未
満

以
上
、
届
出
す
る
場
合
は
、
届
出
用

紙
が
長
浜
支
署
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
当
支
署
へ
わ

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
二

l
O
一
五
四
(
有
線
二
二
九
四
)

三
0
0キ
ロ
ク

消
防
支
署
か
ら

の
お
願
い

①
配
管
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
予
備

の
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
は
、
早
急
に
業
者

に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

②
消
防
車
両
の
通
行
に
支
障
が
あ
る

よ
う
な
時
で
、
山
、
が
け
く
ず
れ
等
は

支署長

山鬼守平
(39歳・大洲)

消防士長

吉岡淳二郎
(38歳・大洲)

消防士長

松本秀幸
(36歳・大洲)

消防士長

冨永修身
(29歳・大洲)

消防士長

当JII幅光
(28歳・大洲)

消防士

平木和幸
(24歳・大洲)

消防土

井上議
(24歳・大洲)

消 防士

梁田嘉春
(24歳・長浜)

消
防
団
長
以
下
、
団
員
各
位
の
絶
大
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
当
町
の
地
域
防
災

の
先
兵
と
し
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
・
お
願
い
致
し
ま
す
。

消
防
職
員
に
な
っ
て
十
五
年
余
、
そ
の

三
分
の
一
を
長
浜
支
署
で
勤
務
し
て
わ
り

ま
す
。
今
後
と
も
当
町
の
防
災
の
た
め
、

一
層
努
力
す
る
覚
悟
で
す
。

現
在
分
隊
長
と
し
て
日
夜
消
防
業
務
に

励
ん
で
い
ま
す
。
火
災
の
な
い
町
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
浜
支
署
配
属
二
年
目
、
こ
と
わ
ざ
に

H

い
さ
鎌
倉
々
と
あ
る
よ
う
に
、
当
町
内
で

災
害
発
生
時
に
は
、
町
民
の
要
望
に
十
分

対
応
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
常
に
プ
ロ

消
防
と
し
て
期
待
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

長
浜
支
署
に
勤
務
し
て
二
年
余
、
不
安

な
面
も
あ
り
、
勤
務
す
る
以
上
は
町
民
の

皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
、
日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
。

長
浜
支
署
に
勤
務
し
て
約
一
か
月
、
少

し
で
も
早
く
当
町
に
な
ビ
む
と
と
も
に
、

皆
様
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
、

今
後
一
一
層
努
力
い
た
し
ま
す
。

長
浜
消
防
支
署
開
設
以
来
、
当
町
で
お

世
話
に
な
り
、
昨
年
十
月
か
ら
予
防
係
と

し
て
、
日
夜
当
町
の
火
災
予
防
に
一
一
層
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
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一刊 号〆一一

:、大洲地:区高;:a域消時;
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

(
④
犀
外
に
み
だ
り
に

放
置
さ
れ
て
い
る
危
険

物
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

④
灯
油
等
の
必
要
以

L
L

の
買
い
置
き
は
ひ
か

え
ま
し
ょ
う
。
火
災
に

な
る
と
火
勢
を
強
め
ま

す。
⑤
不
審
な
煙
、
火
災

等
を
見
た
時
は
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

⑥
老
人
、
病
人
は
、

避
難
の
容
易
念
場
所
で

寝
さ
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ弓ノ。⑦
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

で
、
寝
タ
パ
コ
は
火
災

の
も
と
で
す
。
灰
皿
に
は
、
ぶ
を
入
れ

て
確
実
に
消
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

⑥
消
防
車
、
救
急
車
の
通
行
の
妨
げ

と
な
る
よ
う
な
駐
車
ま
た
は
物
品
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

豆霊宝歪翠童書盤墨翠孟歪G3I霊翠盟窓霊塞草翠墾~

政
急
患
者
を
助
け

る
の
は
貴
方
で
す

圏平 消防長浜支署圃臨週

①
呼
吸
が
停
止
し
た
人

コ
一
分
か
ら
四
分
で
死
亡
又
は
、
助
か

っ
て
も
植
物
人
間
と
な
り
ま
す
。

②
心
臓
が
停
止
し
疋
人

約
一
分
で
脳
死
が
起
こ
り
始
め
る
。

③
大
量
の
出
血
が
あ
る
人

出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
シ
ョ

ッ
ク
死
す
る
。

こ
の
よ
う
な
救
急
患
者
は
、
救
急
車

が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
、
附
近
に

い
る
人
が
人
工
呼
吸
や
、
心
臓
マ

y
サ

ー
ジ
等
の
蘇
生
術
、
あ
る
い
は
止
血
の

処
置
を
し
な
け
れ
ば
助
か
り
ま
せ
ん
。

長
浜
支
署
で
は
、
救
急
処
置
に
つ
い

て
要
請
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
い
つ
で
も

指
導
を
い
た
し
ま
す
。

教
急
車
の
要
請
方
法

電
話
(
公
社
・
有
線
と
も
一
一
九
番
)

か
、
ま
た
は
直
接
口
頭
で
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。
安
請
す
る
時
は
、
次
の
こ
と

を
落
ち
若
い
て
は
っ
き
り
と
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

食
事
故
の
様
子
を
知
ら
せ
る
・
・
・
交
通
事

故
・
急
病
・
一
般
負
傷
・
負
傷
者
は

O

人。食
事
技
場
所
・
:
長
浜
町

Q
U一、

Q
Uの

近
く
で
す
。

交
通
報
者
氏
名
・
電
話
番
号

〔
救
急
車
の
利
用
で
き
る
条
件
〕

女
災
害
に
よ
る
事
故
。

貴
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で
生
じ
た

事
故
。

食
事
故
に
よ
る
傷
病
者
を
医
療
機
関
、

そ
の
他
の
場
所
に
迅
速
に
綴
送
す
る
た

め
の
適
当
な
手
段
が
な
い
場
合
。

〔
救
急
車
の
利
用
で
き
な
い
場
合
〕

-R軽
い
怪
我
や
病
気
な
ど
で
緊
急
を
要

し
な
い
場
合
。

品
開
通
院
や
入
院
な
ど
の
た
め
の
タ
ク
シ

ー
代
り
。
普
通
の
お
産
。

大
伝
染
病
患
者
。

食
死
亡
が
確
定
し
た
人
。

食
傷
病
者
本
人
ま
た
は
そ
の
身
内
の
者

が
搬
送
を
拒
否
し
た
と
き
。

火
事
は

一
九
番
へ

「
火
事
だ
I

L

火
事
を
見
つ
け
た
ら
大

声
で
家
の
人
や
近
所
の
人
に
知
ら
せ
る

こ
と
。
そ
し
て
一
一
九
番
で
消
防
署
に

知
ら
せ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
小
さ
な
火
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
人

で
消
そ
う
と
し
た
り
、
火
事
を
だ
し
て

は
ず
か
し
い
か
ら
と
思
っ
て
消
防
に
知

ら
せ
る
時
期
を
失
う
と
被
害
を
大
き
く

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
尊
い
命
を
失
う

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
一
一
九
番
に
通

報
す
る
と
き
は
、
落
ち
つ
い
て
「
火
事
で

す
。
長
浜
町
大
字

(δ
烹
μ
)、
0
6

の
近
く
で
す
」
と
正
し
い
所
番
地
、
目

標
な
ど
を
は
っ
き
り
い
っ
て
く
、
だ
さ
い
。

灯
油
な
ど
の
危
険

物
は
、
正
し
く
取

り
扱
い
ま
し
ょ
う

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い

現
代
の
生
活
に
一
日
た
り
と
も
欠
か

せ
な
い
石
油
は
、
暖
房
用
燃
料
と
し
て
、

あ
る
い
は
石
油
製
品
と
し
て
、
ふ
だ
ん

幅
広
く
使
わ
れ
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

寒
い
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
災
の
原
因
は
、

火
を
消
さ
ず
に
給
油
し
た
り
、
出
入
U

な
ど
人
の
よ
く
通
る
と
こ
ろ
に
震
い
て

い
て
転
倒
さ
せ
た
り
ー
と
い
っ
た
不
注

意
に
よ
る
も
の
で
す
。
取
り
扱
い
方
一

つ
で
恐
ろ
し
い

H

火
魔
H

に
一
変
し
ま
す
。

医霊豆豆豆
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消 防士

酉平野孝
(23歳圃大洲)

消防上

谷田代三

(24歳・長浜)

消防土

JII上弘ニ
(24歳・長浜)

日

賦

掛

け
田
白
怖

い

r
上
位

消防士

山田虎幸
(23歳・長浜)

消 防士

宮野雄一
(21歳・五十椅)

消防士

芳我美光
(20歳・大洲)

消防 士

竹 内 靖
(20歳・大洲)

心
あ
た
た
か
い
町
民
の
皆
同
悼
の
協
力
の
川

も
と
に
、
今
後
と
も
消
防
行
政
の
向
上
と
、
川

業
務
推
進
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
川

す。
私
は
こ
の
職
に
生
き
甲
斐
を
も
ち
、
誰
川

か
ら
も
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
消
防
人
と
な
川

る
事
を
確
信
し
、
一
層
の
努
力
と
業
務
の

遂
行
に
ま
い
進
ず
る
覚
悟
で
す
。
山川

消
防
人
と
し
て
自
覚
を
し
、
誇
り
を
待
川

っ
て
行
動
し
、
住
民
の
期
待
と
信
頼
に
答
山

え
ら
れ
る
よ
う
今
後
と
も
努
力
し
て
い
き
川

た

い

と

思

い

ま

す

。

川

川州側州川
川酬州山

川

長
浜
町
の
防
災
に
勤
め
、
無
事
五
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
御
協
力
を
得
て
、
明
る
い
町
ゃ
つ
く
り

に
勤
め
て
い
き
ま
す
。

消
防
を
天
職
と
考
え
、
白
分
を
磨
き
職

務
に
事
念
し
、
よ
り
安
全
な
長
浜
町
を
つ

く
る
た
め
、
消
防
人
に
徹
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

元
気
、
活
気
、
根
気
を
モ
ソ
ト
l
に
し

て
、
私
の
小
さ
な
力
を
大
き
な
消
防
に
寄

与
し
、
長
浜
町
の
た
め
精
進
す
る
こ
と
を

誓
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

消
防
職
員
と
し
て
ま
だ
一
人
前
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
火
災
、
投
急
に
対
し
、
町

民
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
よ
う

努
均
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
生
命
」
第
一
。
私
は
長
浜
支
署
に
入
り

一
年
。
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
自
分
の
持

っ
て
い
る
力
を
発
揮
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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電

電

公

社日
月
U
自
か
ら

電
々
公
社
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
十

一
月
二
十
七
日
、
午
後
七
時
か
ら
、
「
深

夜
割
引
」
の
実
施
お
よ
び
「
夜
間
割
引
L

対
象
時
間
を
次
の
と
お
り
拡
大
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

@
深
夜
割
引
:
・
現
在
六
十
キ
ロ
げ
れ
を
超

え
る
区
間
に
つ
い
て
、
午
後
八
時
か
ら

翌
日
午
前
七
時
ま
で
の
問
、
夜
間
割
引

(
四
割
引
)
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
三

百
二
十
キ
ロ
れ
を
超
え
る
遠
距
離
区
間

に
つ
い
て
、
深
夜
時
間
帯
に
さ
ら
に
も

う
一
段
の
割
引
を
行
い
、
午
後
九
時
か

ら
翌
日
午
前
六
時
ま
で
の
問
、
深
夜
割

引
(
六
割
引
)
を
実
施
し
ま
す
。
(
一

0
0番
通
話
な
ど
の
交
換
手
扱
い
通
話

を
除
く
)

@
「
夜
間
割
引
」
対
象
時
間
の
拡
大
・
:

現
在
六
十
キ
ロ

M
を
超
え
る
区
間
に
つ

い
て
実
施
し
て
い
る
「
夜
間
割
引
」
の

時
間
帯
を
、
前
後
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間
拡

大
し
、
午
後
七
時
か
ら
翌
日
午
前
八
時

ま
で
と
す
る
。
(
一

O
O番
通
話
な
ど

の
交
換
手
扱
い
通
話
を
含
む
)

園園田園私の赤ちゃん@お知らせ

⑦
郵
便
馬
だ
よ
り

年
末
郵
便
は
わ
早
め
に

哩盟国軍E

年
末
の
郵
便
物
は
平
常
の
四

1
五
倍

に
も
な
り
ま
す
。
年
賀
状
や
小
包
の
差

し
出
し
は
早
目
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
小
包
の
差
し
出
し
は
ロ
月
日
日
ま
で
。

マ
年
賀
状
の
差
し
出
し
は
ロ
月
初
日
ま

留置盛謹璽

(10円でかけられる秒数)

現 行 改 定

距 離 日リ 昼 問 夜 間 昼 間 夜 間 深 夜

午前午後 午後午前 午前午後 午後7~9時 午後午前
7時 8時 8 時~7 時 8時 7時 午前6~8時 9 時~6 時|

80キロメートルまで 1 5 干少 2 1 干少 1 5 手少 2 1 秒

100キロメートルまで 1 3 :t少 2 1 ~少 1 3 秒 2 1 手少

120キロメートルまで 1 0 秒 1 8 f'y 1 0 :t少 1 8 手少

160キロメートルまで 8 秒 1 5 手少 8 手少 1 5 :t少

240キロメートルまで 6.5手少 1 2 秒 6.5干少 1 2 :t少

320キロメ トルまで 5 l'少 9 秒 5 秒 9 秒

500キロメートルまで 4 :t少 7 手少 4 秒 7 秒 8.5 秒

750キロメートルまで 3 秒 5 ~少 3 手少 5 干少 7 . 5 手少

750キロメートルを超
2.5干少 4 秒 2.5:t少 4 秒 6.5 秒

えるもの

@ダイヤル通話料の料金改定表

で
に
。

マ
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り
と

いあ
。て

名
は
く
わ
し
く
お
書
き
く
だ
さ

くこたつ〉厚手で大き

めのこだっ控トけや、

こたつ敷きで保温に

心がけましょう。

璽醒盟
私のま主ちゃん

⑥ 

な紹女ま/ と 子 の i女難る態仮多はたんルスラ五 i女ミ」でつ安い
い介ごす L 一、ぬーい産程に死量出。てもちモム十二出チ〔すけ名ら「
くし主。と人い い 年 ま で の な 状 て も 血私しゃ lのグ週産ル LJのま前んご
らで人 投遊いぐ三どし四時棚田同盟国叫一一一一---4臨一七聞のと(?でしはぞ苦時安
いくの げび子るかんた醸襲襲饗轟轟鑓欝譲謹鏡聾議題襲謹鰹襲撃詐のとつの語たどし労の赤
デだ子 キを」み月な 。醒麓護霊謹饗欝襲鐘寵麗麓議璽襲饗護霊iぷ:早きけ童呂かの さごち
レさぼ ッ しとをで仕 襲撃襲撃欝欝麓謹暴露饗襲撃謹饗欝撃襲翻藤買え産のま話が j よ ん 主 ゃ
デいん スたか抱、草 瞳襲轟轟欝購譲聾襲欝轟轟轟轟譲事変てもエしが似主う ノ人ん
レ:の をり「いあを 轟轟轟轟轟轟轟轟欝議轟轟轟轟繋鍵麓摩区、ピた好て人な ものが
パ言舌う し、ネて気し 鐘盤饗欝盤饗雫努欝饗盤Fて 議伝二ソ。きいがい う第生
パにぶ て「ン「にま 醤轟轟轟轟襲撃 手議露三混主主去三千! なるマわ 子 ー ま
でなり くチネい入す 欝騒轟襲醤畿 主選襲撃 選二ド ののサれ f共声れ
すら を れユ L いりか 議欝欝議議麟雪量議議韓議議 :議選議室百は でとルても ははた

外
出
す
る
時
な
ど
は
私
に
抱
か
せ
て

く
れ
ま
せ
ん
。

女
ど
ん
な
子
供
に
育
て
た
い
で
す
か

.
-
人
の
心
の
痛
み
が
わ
か
る
人
間
に

な
っ
て
ほ
し
い
。

4
H
あ
な
た
流
の
育
児
の
し
方
に
つ
い

て
・
:
子
供
に
泣
き
負
け
し
な
い
よ
う

に
、
ま
た
で
き
る
だ
け
笑
顔
を
失
わ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

品
開
母
乳
、
そ
れ
と
も
人
工
授
乳
で
す

か
園
・
・
人
工
授
乳

0

4
H
初
め
て
マ
マ
に
な
っ
た
実
感
が
わ

い
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
・
:
ミ

チ
ル
が
熱
を
出
し
て
保
育
器
の
中
で

赤
い
顔
を
し
て
い
る
姿
を
ガ
ラ
ス
越

し
に
み
た
時
で
す
。

女
子
供
が

生
ま
れ
て

ご
主
人
が

変
わ
っ
た

点
は
・
・
・
仕

事
に
真
剣

に
な
り
、

健
康
に
気

を
つ
け
る

よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

夫
と
い
う
よ
り
は
良
き
父
親
の
面
が

強
く
、
育
児
に
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

女
つ
ぎ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
計
画
は
・
:
あ

り
ま
せ
ん
。

女
ご
主
人
の
パ
パ
に
な
っ
た
弁
・
:
「
パ

パ
」
と
走
り
出
し
て
く
る
姿
を
み
て
、

身
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
る
ぞ
と
思

い
ま
す
。

久イ呆田ミチルちゃん
(昭和54年6月26日生まれ)

パ
パ
・
:
久
保
田
優
さ
ん
(
長
浜

マ
マ
・
:
久
保
田
千
秋
さ
ん
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記
載
し
た
「
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
少
額
公
債
の
利
子

わ
た
く
し
た
ち
は
、
不
時
の
出
費
な
国
債
や
公
募
地
方
債
の
う
ち
、
昭
和

ど
に
備
え
て
、
預
金
を
し
た
り
公
社
債
六
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
購
入

を
買
っ
た
り
し
て
貯
蓄
し
て
い
ま
す
。
し
た
も
の
の
利
子
に
つ
い
て
は
①
と
は

預
金
や
公
社
債
の
利
子
は
、
利
子
所
別
枠
で
、
一
人
額
面
三

O
O万
円
ま
で

得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
を
限
度
と
し
て
非
課
税
と
な
る
「
特
別

二
疋
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ル
優
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

非
課
税
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
③
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子

ま

す

。

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

が

給

料

か

ら

天

引

き

(
非
課
税
と
な
る
利
子
所
得
〉
さ
れ
て
貯
蓄
す
る
勤
労
者
財
産
形
成
貯

①

少

額

貯

蓄

の

利

子

蓄

の

利

子

に

つ

い

て

は

、

①

②

と

別

枠

預
貯
金
や
貸
付
信
託
、
金
銭
信
託
、
で
一
人
元
本
五

O
O万
円
ま
で
は
非
課

公
社
債
な
ど
の
利
子
や
収
益
の
分
配
金
税
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

に
は
、
一
人
元
本
三

O
O万
円
ま
で
を
④
郵
便
貯
金
の
利
子

限
度
と
し
て
非
課
税
と
な
る
「
マ
ル
優
L

郵
便
貯
金
の
利
子
に
は
、
原
則
と
し

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
て
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

す
る
に
は
、
銀
行
や
証
券
会
社
に
あ
ら
郵
便
貯
金
は
一
人
元
本
三

O
O万
円
、

か
じ
め
元
本
の
非
課
税
限
度
額
な
ど
を
住
宅
積
立
郵
便
貯
金
は
一
人
元
本
五

O

普
通
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は

一
合
成
洗
剤
の
害
が
警
告
さ
れ
て
か
境
汚
染
を
ひ
き
わ
こ
し
ま
す
。
そ
の
た
も
の
に
は
、
主
婦
湿
疹
(
洗
剤
か
一

一
ら
も
う
十
五
年
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
め
に
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
富
栄
養
化
条
例
ぶ
れ
)
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
o

-

一
合
成
洗
剤
と
い
う
の
は
、
石
け
ん
制
定
や
、
愛
媛
県
の
無
リ
ン
洗
剤
使
用
た
っ
た
一
口
の
誤
飲
に
よ
る
死
亡
事
一

一
以
外
の
洗
剤

i
洗
濯
用
の
洗
剤
は
も
の
方
針
が
で
て
き
た
も
の
で
、
メ

l
カ
故
も
過
去
に
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
さ
一

一
ち
ろ
ん
、
食
器
洗
い
の
洗
剤
、
住
ま

i
も
無
リ
ン
洗
剤
を
製
造
し
始
め
ま
し
ら
に
ネ
ズ
ミ
や
魚
類
な
ど
の
動
物
実
一

F

い

の

洗

剤

、

シ

ャ

ン

プ

ー

、

リ

ン

ス

、

た

。

験

の

結

果

で

は

、

脱

脳

症

、

背

中

割

一

喝
歯
み
が
き
粉
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
』
・

4

L

b

'

れ
、
肝
臓
肥
大
、
牌
織
肥
大

入

I
F同
'
ニ
〕

d
H
J
f

コ

〉

F

一

の

中

に

は

高

級

ア

ル

コ

ー

ル

系

や

合

長

賞

雪

を

キ

吃

て

な

ど

の

奇

形

が

お

こ

る

な

ど

、

日

ノ

i
r
r
L戸
、

Y
1
3
F
7
l
J

、C
甲

一

い

ず

れ

も

合

成

洗

剤

で

あ

り

、

人

「

口

斗

j

f
九

h
E

こ
れ
ら
の
障
害
が
表
面
に
出
唯
一

-
d円
i
b
-
-
ν
u
d
r

、
4

F

4

一

体

へ

の

障

害

が

あ

る

こ

と

に

は

変

;

な

い

ま

ま

蓄

積

さ

れ

て

、

い

は

…

日

わ

り

あ

り

ま

せ

ん

。

つ

人

間

の

も

の

に

な

る

と

も

し

刊

一

れ

ま

せ

一

ん

。

灯

一

A
7か
ら
、
合
成
洗
剤
で
な
く
叫
一

石
け
ん
の
使
用
に
切
り
か
え
て
、
刈
…

安
全
で
清
潔
な
毎
日
を
お
く
り
あ
曲

ー
。

ま

し

ょ

う

。

る

.

(
保
健
婦
一
宮
)
へ
…

。t'
4
6
1
8
1
φ
8
L

ヘルスアイ・お知らせ

最
近
は
無
リ
ン

の
合
成
洗
剤
が
で

て
い
ま
す
。
リ
ン

は
赤
潮
発
生
の
原

因
に
な
る
た
め
、

海
や
湖
な
ど
の
環

~昌一

し
か
し
、
無
リ
ン
は
無
害
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
体
へ
の
障
害
の
危
険
性
は

リ
ン
と
は
別
な
成
分
の

A
B
S
(
ア
ル

キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
ソ

l
ダ
)

ゃ
、
ソ
フ
ト
型
A
B
S
で
L
A
S
と
呼

ば
れ
る
成
分
に
あ
り
ま
す
。

人
体
へ
の
障
害
と
し
て
表
わ
れ
て
い

A値
切

r
-
z
w
a
v
A縄
W
K
@ゐ
V
@

万
円
ま
で
と
い
う
預
け
入
れ
制
限
が
あ

り
ま
す
。

手
続
き
、
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は

役
場
税
務
課
ま
た
は
税
務
署
に
わ
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。耕一プ内一

五一
νり
)
/

…
市

~
ι

げに一
J

M活
一

一

丹

、

一

一

税
金
の
還
付
申
告

は

お

早

め

に

グ

〈
大
洲
税
務
署
〉

児
童
扶
養
手
当
改
正

児
童
扶
養
手
当
額
が
今
年
八
月
分
か

ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

女
児
童
扶
養
手
当

児
童
一
人
月
額
二
万
六
千
円
が
二
万

九
千
三
百
円
に
曹
児
童
二
人
月
額
二
万

八
千
円
が
三
万
四
千
三
百
円
に
V
児
童

三
人
以
上
の
場
合
・
:
二
人
の
場
合
の
全

額
に
三
人
目
か
ら
一
人
増
え
る
ご
と
に

四
百
円
が
、
二
千
円
加
算
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
は

十
八
歳
未
満
の
父
親
の
い
な
い
児
童
を

養
育
す
る
母
、
ま
た
は
そ
の
他
の
養
育

者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

女
特
別
児
童
扶
養
手
当

重
度
障
害
児
三
万
円
が
三
万
三
千
八

百
円
に
V
中
重
障
害
児
二
万
円
が
二
万

二
千
五
百
円
に
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
る

方
は
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
身
体
ま
た
は
、
精
神
に
障

害
を
有
す
る
児
童
(
二
十
歳
未
満
)
を

監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

援
護
法
、
思
給
法

に
該
当
す
る
方
ヘ

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、

請
求
は
お
す
み
に
な
り
ま
し
た
か
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
ま
だ

そ
の
請
求
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
早
く
請
求
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

@
戦
死
者
等
の
遺
族
の
方

特
別
弔
慰
金
:
・
昭
和
五
十
年
四
月
一

日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
聞
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

を
受
け
て
お
ら
れ
た
方
が
な
く
な
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
戦
没
者
の
遺
族
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
国
債
券
で
十
二

万
円
(
六
年
間
)

@
恩
給
関
係

一
時
恩
給
:
・
旧
軍
人
と
し
て
引
き
続

き
実
在
職
年
が
三
年
以
上
の
方
(
普
通

恩
給
に
該
当
し
て
い
な
い
方
)
最
低
一

万
五
千
百
五
十
円
以
上
。

一
時
金
:
・
旧
軍
人
と
し
て
断
続
実
在

職
年
三
年
以
上
の
方
、
一
万
五
千
円
。

加
算
改
定
・
・
・
普
通
恩
給
受
給
中
の
う

ち
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
方

(
加
算
年
が
算
入
さ
れ
ま
す
)

請
求
用
紙
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
に

あ
り
ま
す
の
で
わ
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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郷
土
食
伝
承
活
動
事
業

j
由
滝
老
人
ク
ラ
ブ
ー

老
人
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
一
つ

と
し
て
、
十
月
十

三
日
、
白
滝
老
人

ク
ラ
ブ
は
白
滝
公

民
館
で
か
た
ら
い

う
ど
ん
u

の
作
り

方
の
講
習
会
を
開

催
。
三
つ
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
お
年
寄

り
約
三
十
五
人
が

参
加
し
て
、
柴
公

民
館
の
山
中
主
事

の
指
導
で
、
う
ど

ん
作
り
に
汗
を
流

し
た
。

口口口口口口口口口口口口口口口

たにな強れ
。つどいる
い、と人
て 宗 い 関
学教う“
習教こはに η きたて演で演人十
し育と力な無、だいし講題学 月 西

級 二 山
を 十 興

開尺墜
催入支。'，'νノ

坊大
J公沢

長界阜;
と且:g~;; 、、 f主
人 主 職

竺品主
と目む
いの で
フ右、

西山興隆寺住職招く

~今坊老人学級~

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

高
波
で
護
岸
決
壊

1
沖

浦

海

岸

j

ルポ@学校めぐり

十
月
二
十
六

日
、
前
夜
か
ら

の
高
波
で
、
沖

浦
海
岸
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
護

岸
の
根
元
が
あ

ら
わ
れ
、
長
さ

四
十
れ
に
わ
た

っ
て
崩
れ
わ
ち

た
。
高
波
が
も

ろ
に
道
路
へ
打

ち
寄
せ
、
沿
線

の
民
家
や
商
庖

十
数
戸
が
床
下

浸
水
し
た
。

匿圏冨函E

~ 

l与~ø
不
動
滝
漢
詩
披
露
会
開
く

j
不

動

滝

公

園
j

十
月
二
十
八
日
、
不
動
滝
公
園
で
、
漢
詩
研
究
家
と
し
て

知
ら
れ
る
大
洲
市
の
木
村
義
記
先
生
寄
贈
の
漢
詩
披
露
会
を

開
催
。
霊
気
漂

い
、
紅
葉
色
づ

く
滝
の
お
こ
も

り
堂
で
、
門
田

助
役
、
明
関
観

光
協
会
長
、
武

田
農
業
改
良
普

及
所
課
長
、
振

興
課
職
員
や
地

元
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
お
よ
そ

四
十
人
が
参
加

し
て
行
な
わ
れ

た

口口口口口口口口口口口口口口口

明
治
八
年
、
戒
川
字
本
郷
・
盤
珪

禅
師
所
縁
の
西
隆
寺
を
仮
校
舎
と
し
、

校
名
を
寸
啓
道
」
と
名
づ
け
て
発
足

し
た
の
が
戒
川
小
学
校
の
は
じ
め
で

す
。
そ
の
後
、
地
域
の
教
育
熱
の
高

ま
り
と
、
就
学
児
童
の
増
加
等
に
よ

り
、
本
郷
の
別
宮
氏
長
屋
に
移
転
。

更
に
、
{
子
石
堂
へ
校
舎
新
築
移
転
を

し
、
昭
和
二
十
九
年
、
山
を
削
り
谷

を
埋
め
て
現
在
地
に
校
舎
が
建
で
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
問
、
町
村
制
実
施
、

太
平
洋
戦
争
、
町
村
合
併
等
の
こ
と

も
あ
り
、
校
名
も
、
啓
道
小
学
校
、

壷
神
小
学
校
、
戒
川
簡
易
小
学
校
、

滝
川
尋
常
小
学
校
分
教
場
、
滝
川
第

二
尋
常
小
学
校
、
白
滝
戒
川
尋
常
小

学
校
、
戒
川
国
民
学
校
、
白

滝
戒
川
小
学
校
、
長
浜
町
立

戒
川
小
学
校
と
変
遷
し
て
き

ま
し
た
。
世
の
中
の
進
展
に

伴
い
、
幾
度
か
校
地
の
変
更
、

校
舎
の
改
築
、
或
い
は
校
名

の
改
称
等
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
学
校
は
連
綿
と
し
て
、

戒
川
地
区
に
お
け
る
唯
一
の

文
化
施
設
、
教
育
の
殿
堂
で

あ
り
、
地
区
民
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
の
拠
点
と
な
り
、
着
々

と
そ
の
実
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。
明
治
八
年
創
立
以
来
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
諸
先

輩
の
築
か
れ
た
輝
か
し
い
伝

統
は
、
醇
風
良
俗
を
育
く
み
、

児
童
た
ち
も
ま
た
、
純
朴
、

明
朗
、
親
切
、
素
直
、
勤
勉

さ
を
身
に
つ
け
、
校
風
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
時
百
数
十
名
の
児

童
を
擁
し
た
本
校
も
、
現
在
で
は
全
校

児
童
十
五
名
と
い
う
極
少
人
数
の
学
校

と
な
り
、
過
疎
へ
き
地
校
特
有
の
切
瑳

琢
磨
の
機
会
不
足
が
、
児
童
た
ち
に
の

ん
び
り
ム

l
ド
を
醸
し
、
積
極
性
や
覇

気
の
乏
し
さ
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
学
校
と
し
て
は
、
他
校
と
の

交
流
学
習
、
対
外
試
合
の
積
極
的
参
加
、

勤
労
体
験
学
習
の
推
進
等
を
図
り
、
校

訓
「
す
す
ん
で
、
な
か
よ
く
二
冗
気
に
し

の
も
と
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
と
共

に
、
新
し
い
時
代
に
立
ち
向
か
う
積
極

き
と
、
た
く
ま
し
い
根
性
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
で
も
、
ふ
る

さ
と
戒
川
を
愛
し
、
戎
川
の
次
代
を
背

負
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

た
め
、
「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
び
、
よ
く

働
く
子
を
育
て
る
」
を
合
言
葉
に
、
地

域
総
ぐ
る
み
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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表

ま主Lと

早ノ

中

小

ゆ

命

中

市

中

小

卒

業

リ
誠
一
本
瓶
一
世
関
与
舟
不
安
-
和
町
九

ー
二
一
/
ρ
「
ノ

l
i
k
v
じ
J

J

-

J

i

、〉一ゆ
A

介
、
ノ
，
ボ
ゾ
、
-
F
Y
J
t
ご
fJf
ド
ん

4

ペ
り

己
ぞ
豪
州
持
パ
コ
一
え
γ

静
め
ノ
¥
イ
賞
式
一
一

凶
作
ぺ
斗

Jハペ
ゴ
/
工
、
立
わ
一

JA1Jノヘ
J
U
A
1
1
4
司
JJ1よ

三
世
代
の
夫
婦
が
同
居
し
て
い
る
優

由
民
家
族
に
県
が
贈
る
「
え
ひ
め
家
族
賞
」

の
五
十
五
年
度
表
彰
が
、
十
月
二
十
ニ

日
、
松
山
市
の
愛
媛
文
京
会
館
で
問
か

れ
「
当
町
か
ら
戒
川
の
山
本
鹿
蔵
さ
ん

一
家
、
柴
の
山
下
多
丸
さ
ん
一
家
が
白

石
春
樹
愛
媛
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。表

彰
の
対
象
は
、
同
居
の
三
世
代
夫

婦
が
む
つ
ま
ピ
く
健
や
か

μ
家
庭
生
活

を
営
ん
で
い
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
家

族
ひ
と
り
び
と
り
の
地
域
社
会
へ
の
貢

献
度
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
の
表
彰
は

五
十
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

Q

山
本
家
、
山
ド
家
の
:
一
世
代
夫
婦
は

次
の
通
り
。

(
山
本
家
]
戚
蔵
(
七
九
)
、
キ
ク
ゴ
(
七
二
)
、

正
(
五
四
)
、
ぽ
子
(
丘
二
、
久
雄
一
一
一
千
一
一
一
、
静

子(一二
O
)

〔
山
下
家
〕
多
丸
(
八
八
)
、
キ
ヌ
(
八
七
)
、

見
(
六
一
一
)
、
マ
サ
コ
(
五
在
、
利
治
(
三
二
)
、

洋子(一

西
岡
丑
太
郎
さ
ん

徳
永
鹿
太
郎
さ
ん

老
人
福
祉
の
推
進
に
功
績

黒
田
老
人
ケ
ラ
ブ
会
長
の
西
岡
丑
太

郎
、
さ
ん
(
七
九
)
と
大
和
末
広
会
会
長
の
徳

永
鹿
太
郎
主
ん
(
七
九
)
は
、
多
年
に
ι
川ふた

り
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
で
老
人
福
祉

の
推
進
に
功
績
が
あ
っ
た
ζ

と
に
よ
り
、

十
月
三
十
一
日
、
松
山
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の

席
上
、
白
石
春
樹
愛
媛
県
知
事
、
竹
内

浅
吉
愛
媛
県
長
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
c

支
部
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相
談
委
員
で
あ
る
長
浜
一
一
卜
区

白
滝
小
学
校
は
多
年
に
わ
た
り
青
少
の
宮
本
幹
之
進
さ
ん
(
七
七
)
は
、
多
年
に

年
赤
十
字
活
動
を
推
進
し
た
功
労
が
あ
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
住
民
の

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
大
会
の
席
上
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
の
解
決
に
バ
、
力
さ

株
敬
三
日
本
赤
十
字
社
社
長
か
ら
感
謝
れ
、
そ
の
業
績
は
他
の
模
範
と
す
る
と

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ろ
に
よ
り
、
十
月
十
一
一
今
日
、
東
京
の

中
央
合
同
庁
舎
で
中
曽
根
康
弘
行
政
管

理
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

彰司表

長
浜
小
@
白
滝
小

青
少
年
赤
十
字
活
動
に
功
績

長
浜
小
学
校
は
多
年
に
わ
た
り
青
少

年
赤
卜
字
の
登
録
授
と
し
て
立
派
に
教

育
の
成
果
を
あ
げ
た
功
績
に
よ
り
、
十

月
二
十
六
日
、
愛
媛
大
学
附
属
小
学
校

で
開
か
れ
た
青
少
年
赤
十
字
大
会
の
席

上
、
白
石
春
樹
日
本
赤
卜
字
社
愛
媛
県

竃盟国・E翠翠畢

宮
本
幹
之
進
さ
ん

行
政
相
識
に
功
績

山本家(右)と山下家三世代家族

菊
地
三
佐
子
さ
ん

西

村

護

さ

ん

社
会
福
祉
活
動
に
功
結

豊
茂
の
菊
地
三
佐
子
さ
ん
(
六
六
)
は
社

会
福
祉
協
議
会
団
体
関
係
で
功
労
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
長
浜
一
一
卜
八
区
の

西
村
議
さ
ん
(
六
五
)
は
共
同
募
金
運
動
に

功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
月
一
一

十
三
日

1
二
十
四
日
、
松
山
市
民
会
館

で
開
か
れ
た
第
二
十
八
回
袋
媛
県
社
会

福
祉
大
会
の
席
上
、
渡
辺
七
郎
愛
媛
県

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
川
崎
胸
一
愛

媛
県
共
同
募
金
会
会
長
か
ら
そ
れ
F
れ

表
彰
さ
れ
ま

L
た。

藤
Ul 

中
上

鎌
田
さ
ん

永
年
勤
続
者
農
業
委
員

長
浜
町
農
業
委
員
で
あ
る
下
須
戒
の

藤
同
栄
一
さ
ん
(
六
六
)
、
目
黒
山
の
中
上
芳

則
さ
ん
(
六
色
、
沖
浦
の
鎌
岡
賢
一
さ
ん

(
五
一
)
は
農
業
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
月

十三一

H
、
松
山
市
の
友
愛
会
婚
で
開
か

れ
た
第
四
十
七
回
農
業
会
議
通
常
総
会

の
席
上
、
赤
松
泰
愛
媛
県
農
業
会
議
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

都
築
ア
ナ
が
優
秀
賞

県
有
放
ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
ク

i
ル

長
浜
町
有
線
放
送

(
N
Y
H
)
の
都

築
小
富
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
(
一
一
一
九
)
が
、
十
月

二
十
三
日
、
松
山
市
の
に
ぎ
た
つ
会
館

で
行
わ
れ
た
「
愛
媛
県
宿
線
放
送
ア
ナ

ウ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
-
で
み
ご
と
優
秀
賞

に
入
賞
し
、
青
野
一
雄
県
有
線
放
送
連

絡
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
り

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
県
下
各
地
の
有

放
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
参
加
し
て
、

N

H
K
の
勝
ア
ナ
、
南
海
放
送
の
山
本
ア

ナ
、
愛
媛
放
送
の
赤
沢
ア
ナ
ら
の
審
賓

の
結
果
二
位
入
賞
と
な
っ
た
も
の

3

一
位
ば
波
ト
刀
町
有
放
の
竹
中
ア
ナ
。

昭
和
国
年
度
長
浜
町
内

小
学
校
睦
上
競
技
大
会

井
上
君
が
新
記
録
賞

昭
和
主
十
五
年
度
長
浜
町
内
小
学
校

の
陪
上
競
技
会
が
、
十
月
十
六
日
、
長

浜
中
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
空
の
も
と
で
各
小
学
校
か
ら
選
抜

さ
れ
た
選
予
た
ち
は
、
普
段
の
練
習
し

た
カ
を
グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
発
揮
し

て
競
い
合
っ
た
結
果
、
次
の
通
り
の
成

績
と
な
り
ま
し
た
。

〔
男
子
ボ
l
ル
投
げ
〕
①
高
旧
憲
和
(
長

浜
)
②
加
納
紀
彦
(
櫛
生
)
⑦
一
半
見
吉
章

(
出
海
)
〔
女
子
ボ
i
ル
投
げ
〕
①
武
地

理
江
(
白
滝
)
②
竹
内
早
苗
(
戒
川
)
③
河

井
美
智
子
(
出
海
)

h

男
子
走
り
幅
と
び
)

①
西
本
幸
五
(
長
浜
)
②
村
上
順
二
一
(
櫛

生
)
④
菊
池
勝
利
(
豊
茂
)
〔
女
子
走
り

幅
と
び
〕
①
須
内
晴
美
(
戒
川
)
②
森
川

美
佐
子
(
白
滝
)
③
宮
田
実
恵
(
喜
多
灘
)

〔
男
子
六
十
川
〕
①
西
本
幸
五
(
長
浜
)

①
松
本
太
志
(
櫛
生
)
③
畑
中
秀
之
(
出

海
)
(
女
子
六
十
ぷ
〕
①
中
田
ひ
と
み

(
豊
茂
)
②
山
木
粧
子
(
長
浜
)
③
山
西
千

恵
(
出
海
)
〔
男
子
百
以
〕

t

白
井
上
朋
昭

(
喜
多
灘
)
②
品
目
田
桂
二
③
渡
辺
一
博

(
大
柑
)
(
女
子
百
以
〕
①
中
田
ひ
と
み

(
豊
茂
)
②
山
木
粧
子
(
長
浜
)
③
中
野
光

代
(
大
和
)
〔
男
子
六
十
川
ハ
ー
ド
ル
〕

①
井
上
朋
昭
(
喜
多
灘
)
②
日
高
康
史

(
長
浜
)
③
木
口
直
樹
(
出
海
)
〔
女
子
六

十
以
ハ
ー
ド
ル
〕
①
西
岡
陽
子
(
喜
多

灘
)
②
太
田
靖
子
(
長
浜
)
③
中
野
日
開
代

(
白
滝
)
〔
男
子
走
り
高
と
び
〕
①
渡
辺

-
博
(
大
和
)
②
上
田
芳
彰
(
長
浜
)
③
加

納
紀
彦
(
櫛
生
)
(
女
子
走
り
高
と
び
〕

①
石
山
鈴
美
(
出
海
)
③
竹
内
早
前
(
戒

川
)
(
@
丸
井
千
賀
子
(
喜
多
灘
)
[
男
子

四
百

μ
リ
レ

l
〕
①
長
浜
②
出
海
③
大

和
〔
女
子
四
百

μ
リ
レ
l
〕
む
白
滝
②

大
和
③
長
浜

長
小

A
が
優
勝

第
三
囲
子
供
栢
撲
大
会

第
三
回
長
浜
町
子
供
相
撲
大
会
が
、

十
月
三
十
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
長

浜
中
学
校
相
撲
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
υ

今
大
会
に
は
、
町
内
各
小
、
巾
学
校



…
1
部
・
生
後
六
か
月

1
十
二
か
月
ま
で

の
未
経
産
牛
:
・
〔
優
等
〕
岩
井
熊
男
(
柴
)

〔
一
等
〕
渡
辺
利
邦
(
柴
)
谷
湖
岩
太
郎

(
柴
)
〔
一
一
等
〕
佐
々
木
昭
(
柴
)
上
満

武
(
柴
)
宮
脇
正
勝
(
下
須
戒
)

…
2
部
一
竺
後
十
二
か
月
以
上
の
未
経
産

牛
:
・
〔
優
等
〕
上
満
武
(
柴
)
〔

A

等〕

村
橋
敬
(
穂
積
)
石
堂
勝
重
(
戒
川
)

〔
二
等
〕
佐
々
木
昭
(
紫
)
菊
地
一
夫
(
豊

茂
)
菊
岡
古
茂
(
豊
茂
)

…
3
部
…
生
後
二
十
八
か
月
以
上
の
経
産

牛
・
:
(
優
等
〕
菊
地
叶
(
豊
茂
)
〔
一
等
〕

宮
脇
正
勝
(
下
須
戒
)
村
上
繁
(
柴
)
〔
一
-

等
〕
村
橋
敬
(
穂
積
)
石
堂
勝
重
(
戒
川
)

か
ら
参
加
し
、
秋
空
の
も
と
で
熱
戦
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
結
果
、
次
の
通
り

の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

(
小
学
生
団
体
戦
優
勝
〕
長
浜
小
A
チ

ー
ム
。

〔
小
学
生
個
人
戦
優
勝
〕
三
年

1
清
水

秀
宣
(
紫
小
)
マ
四
年

l
後
藤
津
義
(
戒

川
小
)
マ
五
年
H

波
辺
裕
文
(
大
和
小
)

マ
六
年

1
大
野
隆
良
(
柴
小
)

(
中
学
生
個
人
戦
優
勝
)
一
年

i
大
野

良
一
(
長
中
)
マ
一
一
年

1
大
野
広
市
(
長

中
)
マ
三
年
H
久
保
崇
吏
(
長
中
)

-10ー

O
故
岡
上
ハ
ツ
ヨ
さ
ん
代
理
喜
多
郡
内

子
町
の
岡
上
米
雄
さ
ん
・
:
食
卓
二
十

脚
を
老
人
ホ

1
ム
白
山
国
ヘ
。

下白白成上皇 今長
須 老柴
戒 j竜滝川松茂 坊浜

玉

井

誠

上
田
栄
太
郎

中
嶋
正
一

小
西
貫
一

仲

井

敦

中

野

忠

則

尾

上

孝

之

橋

本

高

志

宮

内

博

三

女

優

紀

長

男

太

二

男

大

策

三

男

浩

司

二

女

恭

子

長

男

秀

彦

長

女

絹

代

長
女
奈
津
江

二

男

裕

介

編

集

後

記

備)岸本印刷

今
年
の
最
終
号
。
四
月
の
異
動
で
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
九
か
月
が
過
F

ま
し
た
。

か
編
集
H

と
い
う
仕
事
は
ほ
ん
と
う
に

難
し
い
で
歩
ネ

D

理
任
者
の
苦
労
と
努

力
:
・
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
と
思
い
な

が
ら
・
:
月
日
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
す

、不。
今
年
を
振
り
返
っ
て
、
楽
し
い
こ
と
、

悲
し
い
こ
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

来
年
ご
そ
は
よ
き
年
で
あ
る
よ
う
に

祈
り
つ
つ
、
広
報
紙
を
通
じ
て
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
町
民
の
方
々
と
出
合
い
、

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
積
極
的
に
広
報
紙
の
中
ヘ

飛
び
こ
ん
で
き
て
下
さ
い
。
お
互
い
に

明
る
い
町
+
つ
く
り
を
目
ざ
し
て
・

よ
い
わ
年
あ
お
迎
え
下
さ
い
。
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印刷(第三種郵便物認可)

お
く
や
み

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長

浜

河

野

清

繁

(

七

O
)

長

浜

城

元

要

(

七

ム

)

白

滝

東

豊

(

八

一

一

一

)

白
滝
久
保
フ
ジ
ヱ
(
八
一
一
)

山

山

海

門

田

範

塁

(

九

O
)

備

生

村

上

書

男

(

四

一

)

櫛

生

酒

井

妙

生

(

九

七

)

長

浜

門

田

豊

市

(

七

八

)

仁
久
山
崎
チ
ヨ
ノ
(
一

O
O
)

柴

中

嶋

長

次

郎

(

八

一

)

長

浜

米

国

三

郎

(

四

七

)

櫛

生

次

家

俊

一

(

八

九

)

白

滝

中

野

ハ

ナ

(

八

一

二

)

白

滝

大

原

岩

松

(

八

二

日
野
さ
ん
の
乳
牛

が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

第
四
回
乳
牛
共
進
会

乳
牛
の
改
良
増
殖
と
飼
育
管
理
技
術

を
向
上
さ
せ
、
酪
農
経
営
の
安
定
を
図

り
、
階
長
井
土
産
意
欲
を
高
め
る
の
が
目

的
で
、
長
浜
町
青
田
木
農
協
主
催
に
よ
る

第
四
回
乳
牛
共
進
会
が
、
十
一
月
八
日

向
滝
の
交
通
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
十
八
頭
の
中
か
ら
、
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
戒
川
の
日
野
計

教
さ
ん
の
乳
牛
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入

賞
者
は
次
の
通
り
。

一:端・
1

古
川
…
〔
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
〕

日
野
計
教
(
戒
川
)

寄
付

。
長
浜
三
区
の
尼
崎
起
美
代
さ
ん
(
六
五
)

:
・
図
書
「
生
命
の
実
相
」
問

O
巻
を

中
央
公
民
館
凶
書
室
へ
。

O
長
浜
卜
三
区
の
石
丸
美
子
香
さ
ん
(
五

一
)
:
・
カ
ワ
イ
製
オ
ル
ガ
ン
一
台
を
長

浜
保
育
所
へ
。

O
長
浜
保
育
所
母
の
会
:
・
ア
ン
グ
ル
整

理
棚
を
長
浜
保
育
所
へ
。

。
大
阪
府
高
槻
市
の
村
上
三
島
さ
ん
・
:

長
浜
小
学
校
校
名
揮
ご
う
料
を
児
童

図
書
(
一
二
十
万
円
相
当
)
と
し
て
長

浜
小
学
校
へ
。
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11月 1日現在 前月との比較|

12，970人 8人減 l 
A U (男 6，185入)

女 6，785人

世得数 3，902世帯

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで、働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

m月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

浜

竹

内

五

月

長

女

陽

子

長住

昭和55年12月号

4タ。、

'.、'.、'.、"、
申
4、
司、
'，'、
句、

小
司、
小
司、
内、
司、
小
刊、

'.、'.、
'，'、
'，'、
'，'、
'，'、
'，'、
中
小
'，'、
喝、

本
4、
司、
司、
刊、

'.、"、"、'.、
'，'、
'，'、
'，'、
今、
代内

小
平
唱、
司、
令、
司、
司、
令、
小
'.、
'.、
小
句、
4ヲt、
'1、
'.、
'，'、
'，'、
'，'、4、
司、
小
中
小

平
'，'、
内俳
句、

'，' 4、
ぬ、
司、
4ヲ。、

'1、
小
'1、
'.、'.、
'，'、
'，'、
'，'、
'布、
'.'、
'.'、
小
刊、

1年が蒋ろうとしている。健

康で明るい家庭が作りたい。自

分に厳しく混かい人間関係を築

きたい。若い気持ちを持ち続け

たい。明るく住みよい町づくり

がしたい…。年の始めのつつま

しい願いであり、目標であった。

果して願い通りに皆が出来ただ

ろうかつ 時には計画した事の

半分も達成出来なかった人もあ

ろうA我々の生活は、凶際的な

動きの中でた右されているので

ある。第一に衣食住の源で、ある

石油資源が、国内産業、経済な

どすべてにひびいて来た。あれ

程物の豊かに出まわった日本な

のに。物は高くなる。エネルギ

一節約は叫ばれる。加えて冷夏、

長雨による農作物の被害、人口

の老齢化と福祉の問題、増税と

年金の問題、一事が万事関連を

持っている必中でも芹少年の自

殺、犯罪、非行の低年齢化は目

を見はるものがある。親の期待

が大き過ぎて答えられない。テ

レビ、やマンガの影響だ、犬家族

の崩壊だ、父権の失陰だ、連帯

意識がない、気ままにさせすぎ、

る等の原[klが挙げられるA どち

らにしても、社会環境、家庭環

境の土台は人づくりである。長

浜町民ひとりひとりが自覚し、

年の瀬を迎え、忘年会で騒ぐだ

けでなく、明るい家庭を築き、

子供の幸福や町の将来を考え、

お互いに心の中の煩悩を払い、

大いに反省して、新しい年を迎

えたいもので、ある。

広報ながはま

料?


